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議
　
案
　
審
　
議

単

行

議

案

■
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
市
役
所
の
立
体
駐
車
場
の
設
計
及

び
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

構
造

　

鉄
骨
造
り
４
階
建
て

駐
車
台
数

　

３
０
９
台　

委
託
契
約
金
額

　

６
億
３
，
２
５
０
万
円

問　
利
便
性
は
高
ま
る
の
か
。

答　
現
状
、
駐
車
場
を
待
つ
来
庁

者
も
み
え
る
た
め
、
立
体
駐
車
場
が

完
成
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

な
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

上
層
階
か
ら
１
階
へ
降
り
る
手
間
に

つ
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置

す
る
た
め
、
総
じ
て
市
民
の
利
便
性

は
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

条

例

議

案

■
刈
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問　
条
例
制
定
の
理
由
は
。

答　
２
０
２
０
年
に
開
催
す
る

「
日
本
女
性
会
議
２
０
２
０
あ
い
ち
刈

谷
」
に
向
け
、
市
民
の
男
女
共
同
参

画
へ
の
関
心
を
高
め
、
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
く
た
め
な
ど
で
あ
る
。

補 
正 
予 

算 

議 

案

　
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
関
係
す
る
分
科

会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
よ
り

報
告
を
受
け
、
26
日
の
本
会
議
に
お

い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

　
　

   

６
億
４
，
６
９
２
万
４
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

　

５
８
６
億
７
，
３
０
０
万
５
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

　
　
　

９
３
０
億
３
，
８
１
１
万
円

【
主
な
事
業
】

　

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置

費
補
助
事
業

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に

計
上
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
心
身
障
害
者
福
祉
事
業
費
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
３
千
円

・
高
齢
者
福
祉
施
設
事
業
費
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
７
千
円

・
児
童
福
祉
事
業
費
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

16
万
７
千
円

・
公
園
事
業
費
寄
附
金

　
　
　
　
　

３
，
０
９
６
万
４
千
円

・
図
書
館
事
業
費
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
５
万
円

陳
情
の
結
果

　

今
回
市
民
の
皆
さ
ん
等
か
ら
提
出

さ
れ
た
陳
情
７
件
は
、
関
係
す
る
委

員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
３
件
が

採
択
、
４
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
採
択
さ
れ
た
陳
情
に
伴
う
意
見

書
は
本
会
議
最
終
日
に
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ

ま
し
た
。（
意
見
書
の
全
文
は
５
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

【
陳
情
】

▼
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実

施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
択

▼
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
択

▼
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
択

▼
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減

し
、
学
費
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
市
町
村
独
自
の
授
業
料
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

▼
「
教
育
の
機
会
均
等
と
社
会
に
有

用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
大
学

生
・
短
大
生
の
た
め
の
給
付
型
の
奨

学
金
の
設
置
を
求
め
る
」
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

▼
「
高
校
生
世
代
（
満
18
歳
に
達
し

た
年
度
末
ま
で
）
の
医
療
費
（
入
院
）

の
無
料
化
を
求
め
る
」
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

▼
「
刈
谷
城
一
部
復
元
30
億
円
を
止

め
、
大
切
な
税
金
は
人
の
為
に
再
分

配
を
求
め
る
」
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

委
員
会
の
動
き

　
委
員
会
で
は
、
議
案
、
陳
情
の
審

査
の
ほ
か
、
主
に
次
の
こ
と
に
つ
い

て
、質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
）

企
画
総
務
委
員
会

「
防
災
・
減
災
の
課
題
」「
市
公
式
ポ
ー

タ
ル
ア
プ
リ
「
あ
い
か
り
」」

福
祉
産
業
委
員
会

「
市
外
へ
の
企
業
流
出
」「
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
」「
は
い
か
い
高
齢
者
探

知
端
末
」
な
ど

建
設
委
員
会

「
側
溝
蓋
」「
公
共
施
設
連
絡
バ
ス
」

「
公
共
工
事
に
お
け
る
新
技
術
の
活

用
」「
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
」「
重

原
野
田
線
」
な
ど

市
民
文
教
委
員
会

「
ト
ー
チ
ト
ワ
リ
ン
グ
」「
熱
中
症
対

策
」「
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
」「
教

科
書
採
択
」「
小
中
学
校
の
教
員
の

働
き
方
」
な
ど

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
任
者
が
令
和
元
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
期
目
）

　

石い
し
か
わ川

　
浩こ

う
じ二

　
氏　
　

  　

小
垣
江
町

■
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
任
者
が
令
和
元
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
期
目
）

　

浅あ
さ
い井

　
　
優ゆ
う

　
氏　
　
　

   

高
須
町

固定資産評価審査委員会とは ･･･
　固定資産課税台帳に登録された事項に関する不
服申し立てについて、審査決定をする機関です。
教育委員会とは ･･･
　学校の設置及び管理に関することや、教員の人
事についてなど、教育行政を執行するために置か
れる機関です。

金き
ん
ば
ら原

　
　
宏ひ
ろ
し　

氏

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
任
者
が
令
和
元
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
３
年
）

（
１
期
目
）

半
城
土
町

会派名及び議員名

議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公明クラブ 清風クラブ
無所属
議員
の会

日本
共産党
議員団

に
じ
い
ろ
の
会

無
所
属
議
長
副
議
長

加
藤
　
幹
樹

揚
張
　
慎
一

葛
原
　
祐
季

近
藤
　
澄
男

渡
邊
　
妙
美

鈴
木
　
正
人

清
水
　
俊
安

外
山
　
鉱
一

深
谷
　
英
貴

中
嶋
　
祥
元

佐
原
　
充
恭

伊
藤
　
幸
弘

黒
川
　
智
明

鈴
木
　
浩
二

谷
口
　
睦
生

松
永
　
　
寿

白
土
美
恵
子

上
田
　
昌
哉

新
海
　
真
規

星
野
　
雅
春

鈴
木
　
絹
男

蜂
須
賀
信
明

牛
田
　
清
博

山
本
シ
モ
子

城
内
　
志
津

稲
垣
　
雅
弘

山
崎
　
高
晴

加
藤
　
廣
行

刈谷市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○
刈谷市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
刈谷市下水道条例及び刈谷市水道工事分担金徴収条例の一部改正について 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
刈谷市水道給水条例の一部改正について 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
刈谷市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
子ども・子育て支援法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

平
成
30
年
度

刈谷市一般会計歳入歳出決算認定について 認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○ ○

刈谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

刈谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

刈谷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

令和元年度刈谷市一般会計補正予算（第２号） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

９月定例会提出議案の賛否
賛否が分かれたものについて掲載します。（○：賛成　× : 反対）

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
も
ち
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

は
、
す
べ
て
の
国
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
現
場
で
は
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
に
む
け
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
教
育
課
題
は
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。ま
た
、

特
別
な
支
援
や
日
本
語
教
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
も
多
く
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ

た
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
に
も
直

面
し
て
い
る
。

　

政
府
予
算
に
お
い
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
に
む
け
、
小
学
校
専
科

指
導
の
充
実
な
ど
の
た
め
に
、
１
，
２
１
０
人
の
加
配
措
置
に
よ
る
教
職
員
定
数
改

善
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
の
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
の
施

策
と
し
て
は
、
た
い
へ
ん
不
満
の
残
る
も
の
と
な
っ
た
。
現
在
、
新
学
習
指
導
要
領

の
移
行
期
間
と
な
り
、
小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
習
内
容
や
授
業

時
数
の
増
加
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
や
、
学
校
現
場
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

声
が
大
き
い
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
へ
の
指
導
の
充
実
の
た
め
に
は
専
門
的
な

知
識
や
指
導
方
法
を
身
に
つ
け
た
小
学
校
専
科
教
員
の
全
校
配
置
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
少
人
数
学
級
は
、
地
域
・
保
護
者
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
き
め
細

か
な
対
応
が
で
き
る
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
山
積
す
る
課
題
に
対
応
し
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
行
う
た
め
に
も
少
人
数
学
級
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
含
め
た
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
機
会
均
等
に
一
定
水
準
の
教
育
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
庫
負
担
率
は
、
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
自
治
体
の
財
政
は
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
機
会
均

等
と
水
準
確
保
の
た
め
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
庫
負

担
率
を
２
分
の
１
へ
復
元
す
る
こ
と
は
、
国
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

責
任
の
一
つ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
庫
負
担
率
２
分
の
１
へ
の
復
元
に
む
け
て
、

十
分
な
教
育
予
算
を
確
保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
元
年
９
月
26
日
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市　
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会

　

愛
知
県
で
は
高
校
生
の
３
人
に
１
人
が
私
学
に
通
っ
て
お
り
、私
学
は
「
公
教
育
」

の
場
と
し
て
、「
公
私
両
輪
体
制
」
で
県
の
「
公
教
育
」
を
支
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

父
母
負
担
と
教
育
条
件
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
県
政

の
最
重
点
施
策
と
位
置
付
け
ら
れ
、
県
議
会
・
県
当
局
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
尽

力
に
よ
っ
て
、
各
種
の
助
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
平
成
28
年
ま

で
の
３
年
間
で
、
国
の
就
学
支
援
金
の
加
算
分
を
活
用
し
て
従
来
の
授
業
料
助
成
制

度
が
復
元
さ
れ
、
授
業
料
本
体
に
つ
い
て
は
、
甲
ラ
ン
ク
（
年
収
３
５
０
万
円
未
満

程
度
）
は
無
償
、
乙
Ⅰ
ラ
ン
ク
（
年
収
３
５
０
万
円
以
上
６
１
０
万
円
未
満
程
度
）

は
３
分
の
２
、
乙
Ⅱ
ラ
ン
ク
（
年
収
６
１
０
万
円
以
上
８
４
０
万
円
未
満
程
度
）
は

半
分
が
助
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
の
奨
学
給
付
金
制
度
と
も
相
ま
っ
て
、
私
立

高
校
の
経
済
的
理
由
に
よ
る
退
学
者
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
そ
の
施
策
は
、
私

学
に
通
う
生
徒
と
父
母
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
き
た
。
期
限
付
き
の
常
勤
講

師
を
抑
制
し
て
専
任
教
員
を
増
や
す
制
度
も
整
え
ら
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
入
学
金
補
助
が
授
業
料
助
成

と
同
じ
算
定
方
式
で
増
額
さ
れ
、
高
校
経
常
費
助
成
の
国
基
準
も
確
保
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
年
収
９
１
０
万
円
未
満
ま
で
無
償
化
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
所
得
層
で
も

年
間
約
12
万
円
の
負
担
で
通
う
こ
と
が
で
き
る
公
立
高
校
に
対
し
て
、
私
立
高
校
に

お
い
て
は
、
上
記
の
助
成
額
を
差
し
引
い
て
も
、
乙
ラ
ン
ク
で
約
26
万
円
〜
約
36
万

円
、
県
の
助
成
の
対
象
外
の
家
庭
で
は
約
53
万
円
〜
約
65
万
円
を
負
担
し
な
け
れ
ば

　

私
立
学
校
は
、
国
公
立
学
校
と
と
も
に
公
教
育
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
国
に
お
い
て
も
、
昭
和
50
年
に
学
費
の
公
私
間
格
差
是
正
を
目
的
と
し
た

私
立
学
校
振
興
助
成
法
を
制
定
し
、
各
種
助
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。

　

と
り
わ
け
私
立
高
校
生
に
対
す
る「
就
学
支
援
金
」に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
か
ら
、

年
収
２
５
０
万
円
未
満
の
家
庭
に
は
29
万
７
，
０
０
０
円
、
年
収
３
５
０
万
円
未
満

の
家
庭
に
は
23
万
７
，
６
０
０
円
、
年
収
５
９
０
万
円
未
満
の
家
庭
に
は
17
万
８
，

２
０
０
円
、
年
収
９
１
０
万
円
未
満
に
は
11
万
８
，
８
０
０
円
を
給
付
す
る
制
度
が

始
め
ら
れ
、
非
課
税
世
帯
へ
の
奨
学
給
付
金
制
度
と
も
相
ま
っ
て
、
学
費
滞
納
・
経

済
的
理
由
に
よ
る
退
学
者
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
私
学
助
成

な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
学
費
の
心
配
を
せ
ず
に
「
私
学
を
自
由
に
選
べ
る
」
状
況

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
昨
年
か
ら
「
高
校
選
択
の
自
由
」
の
名
の
下
に
、
公
立
高

校
の
入
試
制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
た
が
、
学
校
選
択
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
ま
ず
、
学
費
の
公
私
格
差
を
解
消
し
て
私
学
を
も
自
由
に
選
択
で
き
る
条

件
、
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

　

大
阪
府
で
は
府
の
独
自
予
算
で「
年
収
５
９
０
万
円
未
満
で
は
学
納
金
を
無
償
化
」

「
年
収
８
０
０
万
円
未
満
は
年
間
学
費
負
担
を
10
万
円
以
下
」
に
し
て
お
り
、
東
京

都
で
は
「
年
収
７
６
０
万
円
未
満
」
世
帯
の
授
業
料
が
無
償
化
さ
れ
た
。
京
都
府
は

年
収
５
０
０
万
円
未
満
で
授
業
料
が
、
埼
玉
県
は
年
収
６
０
９
万
円
未
満
で
学
納
金

が
無
償
化
さ
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
は
国
の
無
償
化
政
策
の
動
向
を
先
取
り
す
る
形

で
、
昨
年
度
か
ら
年
収
５
９
０
万
円
未
満
の
授
業
料
無
償
化
を
実
施
し
た
。

　

大
都
市
を
中
心
に
、「
私
学
も
無
償
に
」
が
大
き
な
潮
流
と
な
る
中
、愛
知
県
で
は
、

年
収
３
５
０
万
円
未
満
の
「
授
業
料
・
入
学
金
の
無
償
化
」
が
実
現
し
て
い
る
も
の

の
、
所
得
の
中
間
層
に
お
い
て
も
学
費
の
大
き
な
負
担
が
残
っ
て
お
り
、「
父
母
負

担
の
公
私
格
差
の
是
正
」
は
抜
本
的
な
解
決
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
私
学
に
入
学
す
る

生
徒
の
多
く
が
不
本
意
入
学
と
い
う
「
公
私
両
輪
体
制
」
に
と
っ
て
い
び
つ
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、「
私
学
選
択
の
自
由
」
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
授
業
料
助
成
・

入
学
金
助
成
を
無
償
化
枠
の
拡
大
も
含
め
抜
本
的
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
経
常
費

助
成
を
増
額
し
、
国
か
ら
の
財
源
措
置
（
国
基
準
単
価
）
を
土
台
に
、
学
費
と
教
育

条
件
の
「
公
私
格
差
」
を
着
実
に
是
正
で
き
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
元
年
９
月
26
日
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政
策
は
着
実
に
成
果
を
生
ん
で
い
る
。　

　

し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
年
収
９
１
０
万
円
未
満
が
無
償
化
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の

家
庭
で
も
年
間
約
12
万
円
の
学
費
で
通
う
こ
と
の
で
き
る
公
立
高
校
と
、
入
学
金
や

施
設
設
備
費
等
も
含
め
初
年
度
納
付
金
で
約
65
万
円
（
愛
知
県
私
立
高
校
平
均
）
の

学
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
立
高
校
と
の
間
で
は
、
学
費
負
担
の
格
差
は

あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
子
ど
も
た
ち
は
学
費
の
心
配
を
せ
ず
に
私
学
を
自
由
に
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ず
、「
公
私
両
輪
体
制
」
に
と
っ
て
極
め
て
い
び
つ
な
事
態
は
解
消
さ

れ
て
い
な
い
。

　

愛
知
県
に
お
い
て
も
、
高
校
生
の
３
人
に
１
人
が
私
学
に
通
っ
て
い
る
。
90
％
以

上
が
進
学
す
る
高
校
教
育
に
お
い
て
、
学
費
の
「
公
私
格
差
是
正
」「
教
育
の
公
平
」

は
、
全
て
の
子
ど
も
と
父
母
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
そ
の
土
台
と
な
る
国
の
就
学

支
援
金
制
度
の
拡
充
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
財
政
が
不
安
定
な
私
学
で
は
、
経
営
に
対
す
る
不
安
か
ら
「
一
年
契
約
の

期
限
付
き
教
員
」
の
採
用
が
増
え
、
各
学
校
の
教
育
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
も

広
が
っ
て
い
る
。
私
学
助
成
の
国
庫
補
助
と
地
方
交
付
税
交
付
金
に
よ
る
経
常
費
助

成
の
国
基
準
単
価
を
、
来
年
度
も
引
き
続
き
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
の
責
務
と
私
学
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
父
母
負
担
の
公
私
格
差
を

是
正
す
る
た
め
に
「
就
学
支
援
金
」
を
一
層
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
振
興

助
成
法
に
基
づ
く
国
庫
補
助
制
度
を
堅
持
し
、
私
学
の
国
庫
補
助
金
と
、
そ
れ
に
伴

う
地
方
交
付
税
交
付
金
を
充
実
し
、
私
学
の
経
常
費
助
成
の
一
層
の
拡
充
を
図
ら
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
元
年
９
月
26
日
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定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
電
子
表
決
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　

９
月
定
例
会
か
ら
、
議
場
に
お

い
て
、「
電
子
表
決
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

議
員
が
議
案
に
対
し
て
賛
否
を

意
思
表
示
す
る
「
表
決
」
の
際
、

各
議
席
に
設
置
さ
れ
た
押
し
ボ
タ

ン
に
よ
り
賛
否
を
表
示
す
る
こ
と

で
、
各
議
員
の
表
決
態
度
や
集
計

結
果
が
議
場
内
の
モ
ニ
タ
ー
に
表

示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
従
前

の
「
起
立
表
決
」
に
比
べ
、
傍
聴

者
か
ら
も
議
決
結
果
が
わ
か
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

各議員の賛否がモニターに
映し出されます

議案に対し、賛成の議員が
起立する「起立表決」


